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●平成 22 年 11 月 1 日現在（対前月比）
■人口　205,433 人（+9）　男　102,701 人（+12）　女　102,732 人（-3）　■世帯　82,216（+83）

「
市
報
く
ま
が
や
」
は
、
毎
月
１
日（
原
則
）に
発
行
し
、
自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
「
市
報
く
ま
が
や
」
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L) http://w

w
w

.city.kum
agaya.lg.jp/　 「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。

「市報くまがや」12 月号は、72,000 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1 部当たり 16 円です。
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人口と世帯

夢追い

FAX

　今月は、ともに国重要文化財に指定されている
「聖

しょうでんどう

天堂」と「貴
き そ う も ん

惣門」について紹介します。

　聖天堂は、約 830 年前に建てられたとされます。火
事などの被害で何度か再建され、現在の建物は、宝暦
10 年（1760）に完成しました。
　この時の工事は、大工棟

とうりょう

梁の林
はやし

正
まさきよ

清が統率しました。
正清は、再建を企画し、優秀な職人を集め、お金を集
めるため各地を回りました。工事の費用を負担したの
は、幕府や大名、豪商ではなく、妻沼を中心とした庶
民たちでした。しかし、道のりは平坦ではなく、大洪
水などで中断を余儀なくされ、正清は亡くなります。

一
か
ら
始
め
た

　
　
　
　
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル

ジャズボーカリスト
m

マ ス ミ

asumiさん（戸辺 真澄さん）（肥塚）

夢追い
情熱世代

　

ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
ル
を
始
め
た

の
は
、
以
前
働
い
て
い
た
会
社

の
方
が
、
地
元
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
で
ベ
ー
ス
を
担
当
さ
れ
て
い

て
、「
ボ
ー
カ
ル
を
や
っ
て
み
な

い
か
？
」と
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
歌

う
こ
と
は
大
好
き
で
し
た
が
、

音
楽
を
専
門
的
に
勉
強
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
緒
に
演
奏
し
て
く
だ
さ
る

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
方
々
か
ら

ご
指
導
い
た
だ
き
、
私
の
先
生

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
仲
間
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
、
お
客
様
に
出
会
え
た
こ

と
が
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
ラ
イ
ヴ
中
、
普
段
あ

ま
り
笑
顔
を
見
せ
な
い
ご
年
輩

の
方
が
、
笑
顔
で
ラ
イ
ヴ
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
た
事
が

と
て
も
嬉う

れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

ジ
ャ
ズ
と
言
っ
て
も
決
し
て

敷し
き
い居
の
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
元
の
方
々

に
も
、
も
っ
と
生
演

奏
や
ジ
ャ
ズ
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、実
家
の
お
店
「
愛

茶
園
」
で
も
定
期
的

に
ラ
イ
ヴ
を
行
っ
て

ま
す
の
で
気
楽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
日

ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
歌
手
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

癒
いや

しを与えるジャズ
ボーカリストに！

ジ
ャ
ズ
を
身
近
に

　
　
　
　
　
感
じ
て
ほ
し
い
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」が

開
催
さ
れ
、
予
選
を
通
過
し
、

本
選
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果「
審
査
員
奨
励
賞
」を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
は
３
月
に
東
京 

日
経
ホ
ー
ル「
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
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ィ
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・
ス
ウ
ィ
ン
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８
月
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出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

が
で
き
ま
し
た
。
一
流
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
方
々
、
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と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

で
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
関
東
各
地
の
ラ
イ
ヴ

ハ
ウ
ス
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　正清の子、正
まさのぶ

信によって、
色鮮やかな彫刻で埋めつく
された壮麗な建物が完成す
るのは、工事開始から 25
年後のことでした。この聖
天堂は、榛名神社社殿（高崎
市）など後の北関東の建築に
大きな影響を与えます。
　ところで、中断の原因の一つとなった利根川の大洪水
では、岩国藩（山口県）が、妻沼の復興工事を命じられま
した。藩士の中には、有名な錦

きんたいきょう

帯橋（岩国市）の架けかえ
をした長

は せ が わ

谷川重
じ ゅ う え も ん

右衛門がいました。造営中の聖天堂を見
た重右衛門は、貴惣門の設計を思い立ち、正清に設計
図を託します。この時から 100 年余りを経た嘉永 4 年

（1851）、正清の子孫の正
ま さ み ち

道によって、お寺の門として
は県内最大級の貴惣門が、ようやく完成しました。
　貴惣門の最大の特徴は、全国に四例しかない特殊な屋
根の形です。ぜひ一度、三つ重なる破

は ふ

風（山型の部分）を
側面からご覧ください。

　masumi さんのご活躍やライヴ情報は、以下の
ブログをご覧ください。
『masumi のブログ』http://masumerri.exblog.jp/

一
流
の
歌
手
の
方
々
と
共
演
す

る
こ
と
が
で
き
、
私
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
と
て
も
良
い
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
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江南庁舎・江南行政センター　　048-536-1521

12
VOL.63  2010

Kumagaya City public relations magazine

市報

TEL

TEL

TEL

P4

P6

P7

熊谷市文化功労者の表彰
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熊谷市地球温暖化防止活動推進
センターがオープンしました

市政ワイド　
12 月 3 日～ 9 日は「障害者週間」です
 ほか
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マニフェストの取組状況を
公表します
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催し・講習・募集・試験・スポーツ
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いきいき元気みんなの健康P21

第 5 回子ども議会が開催されま
した

P28

P20

　11 月 12 日、熊谷駅東口（ティアラ口）で、
冬の夜を鮮やかに彩るイルミネーションの点灯
式が行われました。心癒

いや

されるこの美しい光を、
1月 30日まで楽しむことができます。

熊谷ウインターイルミネーション
2010点灯式

10 月 19 日、六本木のスイートベイジルに出演した masumi さん

貴惣門

12月号

TEL

夢
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ

新連載

◆社会教育課 市史編さん室　　048-567-0355TEL
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《
概
要
》

58
施
策
に
わ
た
る
政
策
提
言
の

達
成
度
を
、実
績
・
取
組
状
況
に
基

づ
き
「
順
調
」（
★
★
★
＝
３
ポ
イ

ン
ト
）、「
お
お
む
ね
順
調
」（
★
★
＝

２
ポ
イ
ン
ト
）、「
や
や
遅
れ
て
い
る
」

（
★
＝
１
ポ
イ
ン
ト
）、「
遅
れ
て
い

る
」（
０
ポ
イ
ン
ト
）の
４
段
階
で
評

価
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
58
施
策
の
う
ち
、５
施
策

が
「
順
調
」で
15
ポ
イ
ン
ト
、43
施

策
が
「
お
お
む
ね
順
調
」で
86
ポ
イ

ン
ト
、９
施
策
が「
や
や
遅
れ
て
い

《
こ
の
一
年
の
主
な
成
果
》

よ
る
人
件
費
削
減
な
ど
の
歳
出
抑

制
に
よ
り
、地
方
債
残
高
は
平
成

21
年
度
末
で
７
３
２
億
円
に
減
少

し
、前
年
度
に
比
べ
28
億
円
の
削

減
と
な
る
な
ど
、財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
い
ま
す
。今
後
も
、本
年

３
月
に
策
定
し
た
行
政
改
革
大
綱

後
期
実
施
計
画
に
基
づ
き
、引
き
続

き
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
雪

く
ま
を
は
じ
め
、ミ
ニ
く
ま
、熊
谷

う
ど
ん
な
ど
の
熊
谷
ブ
ラ
ン
ド
の

普
及
、啓
発
を
行
っ
た
ほ
か
、魅
力

あ
る
観
光
の
整
備
の
取
り
組
み

と
し
て
、来
年
６
月
の
妻
沼
聖
天

山
の
一
般
公
開
に
向
け
、坂
田
医

院
旧
診
療
所
跡
地
内
の
駐
車
場

に
観
光
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
な

ど
、観
光
客
を
お
迎
え
す
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、熊
谷
の
豊
か
な
自
然
、

農
村
風
景
や
農
産
物
な
ど
地
域

の
魅
力
あ
る
資
源
を
活
用
し
た

交
流
事
業
を「
熊
谷
型
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
し
て
、江
南
地
区

の
栗
拾
い
や
栗
を
利
用
し
た
料

理
体
験
と
塩
古
墳
群
な
ど
を
巡

る
コ
ー
ス
を
設
定
し
、新
た
な
観

光
振
興
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

や
高
効
率
給
湯
器
を
設
置
す
る
費

用
を
補
助
す
る
た
め
の
予
算
を
増

額
し
、制
度
の
充
実
を
図
っ
た
ほ

か
、特
例
市
で
は
初
め
て
と
な
る

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
を
指
定
し
、事
務
所
を
本
年

10
月
に
江
南
庁
舎
に
開
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
球
温
暖
化
対
策
の

普
及
・
啓
発
の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、災
害
や
犯
罪
か
ら
市
民
生

活
を
守
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、犯
罪
抑
止
効
果
の

高
い
青
色
防
犯
灯
へ
の
交
換
費
用

の
助
成
を
行
っ
た
ほ
か
、老
朽
化
し

た
中
央
消
防
署
の
建
て
替
え
の
た

め
の
実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
年
８
月
に
籠
原
駅
東
側
の
新

寄
居
踏
切
に
歩
道
を
設
置
す
る
拡

幅
工
事
を
完
了
す
る
な
ど
、
通
勤
・

通
学
等
の
安
全
確
保
や
交
通
の
利

便
性
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
南
運
動
場

（
野
球
場
）を
解
体
し
、
幅
広
い
年
齢

層
の
人
た
ち
が
憩
う
こ
と
の
で
き
る

多
目
的
広
場
や
非
常
時
の
避
難
場
所

と
し
て
再
生
す
る
整
備
を
、
来
年
３

月
の
完
成
に
向
け
進
め
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
適
切
か
つ
効
率
的

な
管
理
を
図
る
た
め
、本
年
４
月

に
そ
の
管
理
を
県
住
宅
供
給
公
社

が
代
行
す
る
管
理
代
行
制
度
を
導

入
し
た
ほ
か
、特
定
行
政
庁
へ
の

移
行
に
よ
り
す
べ
て
の
建
築
物
の

建
築
確
認
や
許
認
可
等
が
本
市
の
窓

口
で
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、職
員
の
定
員
適
正
化
に

子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
整

備
と
し
て
、本
年
９
月
に
公
立
で
は

市
内
で
32
番
目
と
な
る
第
２
大
麻

生
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
た
ほ
か
、

石
原
小
学
校
、中
条
小
学
校
、別
府

平
成
18
年
４
月
か
ら
実
施
し

て
い
る
不
妊
治
療
費
の
助
成
に
つ

い
て
は
、本
年
度
か
ら
助
成
限
度

額
を
５
万
円
か
ら
10
万
円
に
、助

成
期
間
を
２
年
か
ら
５
年
に
拡
大

し
、制
度
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る

熊
谷
東
小
学
校
区
内
の
公
民
館
を

中
央
消
防
署
と
の
複
合
施
設
と
し

て
設
置
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を

進
め
て
い
ま
す
。

市
民
が
元
気
で
健
康
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

１

安
全
と
安
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

４

中
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
改
築
を

行
う
な
ど
、耐
震
診
断
の
結
果
に
基
づ

い
た
小
・
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
の

耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、中
学
校
卒
業
ま
で
の
入

通
院
医
療
費
の
無
料
化
を
引
き
続

き
実
施
し
、子
育
て
家
庭
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
輝
き
、夢
と
希

望
が
も
て
る
ま
ち
に
し
ま
す

２
便
利
で
機
能
的
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

５

活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

３

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
６
つ
の
政
策
分
野
に
お
け

る
市
長
の
政
策
提
言（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）に
つ
い
て
、一
年
目
の

取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
◆
政
策
調
査
課　

内
線
３
６
８

凡例

「継続して取り組みます」

「新規に取り組みます」

「充実させて取り組みます」

「順調」★★★……
「おおむね順調」★★………
「やや遅れている」★…………
「遅れている」「ー」………

TEL

政 策 提 言 達成度
市職員の数を減らし、人件費を大
幅に削減します ★★

弾力的な財政運営を図るため、引
き続き、市債を減額します ★★

指定管理者制度等の導入を拡大し、
利用者の利便の向上を図ります ★★

新ハートフル・ミーティングを実
施します ★★

特定行政庁へ移行し、建築確認等の
利便性を高めます ★★★

政 策 提 言 達成度
自転車道整備やバリアフリー化を進め、回遊性の
向上を図り、中心市街地のにぎわいをつくります ★★

補助を伴う融資により、中小企業経営を支援します ★★
農地・水・環境保全向上対策事業の取り組みを支援します ★★★

「熊谷フィルムコミッション」により映画
撮影等の支援を行い、市のPR に努めます ★

熊谷中央地区のほ場整備を推進します ★★
市民の食の安心・安全を図るため、地産地
消運動を進めます ★★

熊谷ブランド化を図り、地域物産情報の発
信を進めます ★★

商店街の街路灯を省エネ電球（LED）に交
換する支援をします ★★

祭りなど各種伝統行事の運営を支援し、観
光客誘致に努めます ★★

既存企業の支援を強化するとともに、地球
環境等に配慮した企業の立地を進めます ★★

妻沼聖天山を中心にしたエリアを観光拠
点として整備します ★★

携帯電話を利用して、いつでも街角の情報、観
光案内が受けられるシステムを導入します ★

歴史的、文化的資産をデジタル化した「熊
谷デジタルミュージアム」を開設します ★

豊かな里山など地域の魅力的資源を活用した交
流事業「熊谷型グリーン・ツーリズム」を進めます ★★

テクノグリーンセンター用地に、県と共同
でにぎわい施設をつくります ★

政 策 提 言 達成度
観るスポーツを誘致し、参加し、楽しむスポーツ
を振興します ★★

不妊治療費の助成を拡大します ★★★
ふれあいいきいきサロンなど、高齢者等が楽しく
過ごせる場を増やします ★★

校区連絡会の地域計画づくりを支援し、住みよい
地域づくりを進めます ★★

高度救急医療を視野に入れた地域医療体制を充
実させます ★

市立女子高校跡地を生涯学習、教育、スポーツの
場にします ★

熊谷東小学校区内に公民館を新たに建設します ★★

政 策 提 言 達成度
中学校卒業までの子どもの医療費の無料化を継
続して実施します ★★★

小・中学校の屋内運動場を順次、改築します ★★
学力向上補助員と学校教育支援者を増員します ★★
外国人英語指導助手を市内全小・中学校に配置します ★★
0 歳児保育を実施する保育所を増やします ★★
児童クラブを増やします ★★
子育て広場を増やします ★★
母子家庭に支給されている児童扶養手当を、他市
にさきがけ、父子家庭にも支給します ★★★

学校給食施設の整備を進めます ★

効
率
的
な
行
財
政
経
営

を
進
め
ま
す

６

政 策 提 言 達成度
「あつさ はればれ 熊谷流」事業を充実し、先進的な環境プロジェクトを進めます ★★
自主防災組織の組織率を引き上げます ★★
子どもエコクラブを各小学校区に設置し、「環境について自ら
考え、自ら行動できる子」を育てます ★

家庭用太陽光発電設備の設置費用を助成します ★★
犯罪抑止に効果の高い青色防犯灯への交換費用を助成します ★★
合併処理浄化槽の維持管理費用を助成します ★★
低公害自動車の軽自動車税に対して助成します ★★
企業の環境関係設備に対する課税上の支援をします ★★
市街地の公園を市民の憩いの場として再生します ★★
市民による公園の芝生化を進めます ★★
中央消防署を移転して整備し、消防力を強化します ★★

政 策 提 言 達成度

橋梁
りょう

の調査点検、維持管理を行い、長寿命化を図ります ★★
交通安全上、狭くて通行しにくい籠原駅東側などの踏切道の拡幅改良を進めます ★★
南運動場を多目的広場として再生します ★★
市内循環バスは、75 歳以上の運転免許証返納者の料金無料化を図るとともに、路線数を増やします ★★
街路樹による緑陰形成や路面温度を低下させる舗装等、地球温暖化防止の道路空間整備を進めます ★★
熊谷駅南北駅前交通広場の整備を進めます ★★
籠原駅北口周辺の電線地中化を進めます ★★

（仮称）熊谷西環状線の整備を進めます ★★
（仮称）南部東西幹線の整備を進めます ー
（仮称）妻沼東西幹線の整備を進めます ★
東武熊谷線跡地の道路の整備を進めます ★★ 新たに開設した第2大麻生児童クラブ

坂田医院旧診療所跡地に新設した観光トイレ

特例市初の地球温暖化防止活動推進センター8月に工事が完了した新寄居踏切

全施策の進ちょく率

る
」で
９
ポ
イ
ン
ト
、「
遅
れ
て
い
る
」

は
１
施
策
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に

よ
り
一
年
目
の
達
成
度
は
１
１
０

ポ
イ
ン
ト（
全
施
策
が「
順
調
」の
評

価
で
１
７
４
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。）、進
ち
ょ
く
率
は
63
％
と
な
り

ま
す
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え
自
己
評

価
を
58
点
と
し
ま
し
た
。

マニフェストの取組状況

58 施策

遅れている
2％

やや遅れている

おおむね順調
74％

15％

順調
9％
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が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

TEL

熊谷の環境を考える連絡協議会の
栗原 堯

たかし

会長（左）と富岡市長

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
・
取
り
組

も
う
・
減
ら
そ
う
温
室
効
果
ガ
ス

「
ス
ト
ッ
プ
！
地
球
温
暖
化
in
熊
谷
」

と
き　

12
月
12
日
（
日
）
10
時
～

16
時

と
こ
ろ　

文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館

内
容

○
パ
ネ
ル
展
示
・
説
明　

10
時
～

○
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の
体
験

発
表　

13
時
20
分
～

　

・
高
効
率
給
湯
器
っ
て
な
あ
に
？

　

・
私
は
こ
う
や
っ
て
温
室
効
果

　

ガ
ス
を
減
ら
し
ま
し
た
。

○
講
演　

14
時
20
分
～

　
「
熊
谷
の
気
象
の
移
り
変
わ
り

に
つ
い
て
」

　

講
師
：
熊
谷
地
方
気
象
台
職
員

熊
谷
市
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
開
設

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

熊
谷
市
は
県
の「
環
境
み

ら
い
都
市
」に
認
定
さ
れ

ま
し
た

　

先
進
的
で
他
の
模
範
と
な
る
地
球

温
暖
化
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む

市
町
村
と
し
て
、
10
月
12
日
に
上
田

知
事
か
ら「
環
境
み
ら
い
都
市
」と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
市
が「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
推
進
都
市
」を
宣
言
し
、
市

民（
団
体
）・
事
業
者
・
市
が
一
体
と
な
っ

て
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
市
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
あ
っ
ぱ

れ
！
熊
谷
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
積
極

的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高

く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
を
も
と
に
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
更
に
発
展
さ
せ
、

県
内
に
も
広
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
22
日
商
工
会
館
で
、「
熊
谷

市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
委

嘱
式
」が
行
わ
れ
、
29
人
の
推
進
員
に
、

富
岡
市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

推
進
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
、

地
球
温
暖
化
対
策
の
重
要
性
の
普
及

啓
発
や
日
常
生
活
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排

出
の
抑
制
の

助
言
等
、
地

域
に
お
け
る

温
暖
化
対
策

を
推
進
す
る

た
め
に
活
動

し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

熊
谷
市
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
員
を
委
嘱

し
ま
し
た　

　

ウ
ォ
ー
ム
・
ビ
ズ
や
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
公
共
交
通
機
関
に
切
り
替
え
る
な

ど
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
見
直
し
を
行
い
、
地
球
に
や
さ
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

Ｗウ

ォ

ー

ム

Ａ
Ｒ
Ｍ 

Ｂビ

ズ
Ｉ
Ｚ

と
は
？

　

暖
房
時
の
オ
フ
ィ
ス

の
室
温
を
20
℃
程
度
に

設
定
し
、“
寒
い
時
は
着

る
”“
過
度
に
暖
房
機
器
に
頼
ら
な
い
”

そ
ん
な
原
点
に
立
ち
返
り
、
暖
房
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
削
減

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
C
O
2

の
発
生

を
削
減
し
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
が

ウ
ォ
ー
ム･

ビ
ズ
で
す
。

C
O
2
の
25
％
削
減

を
め
ざ
し
て
！

「
冬
の
エ
コ
ラ

イ
フ
Dデ

イ
A
Y
」

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
「
自
分
だ
け
が
や
っ
て
も
」
と
あ
き

ら
め
な
い
で
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
エ
コ
ラ
イ
フ
D
A
Y
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」で
、
省
エ
ネ
、
省
資
源
な
ど

の
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
で
、
削
減

で
き
た
C
O
2

の
排
出
量
を
確
認
し
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
12
月
5
日（
日
）を
中
心

に
取
り
組
み
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
を

「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
」に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」
に

は
、
地
球
温
暖
化
や
大
気
汚
染
の
防

止
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
1
日
10
分
間
ア
イ
ド
リ

ン
グ
を
や
め
れ
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
乗
用

車
で
年
間
ガ
ソ
リ
ン
約
51
リ
ッ
ト
ル
、

大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
軽
油
約
95

リ
ッ
ト
ル
節
約
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
を
運
転
す
る
時
は
、
乗
り

方
を
工
夫
す
る
な
ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　チェックシートは、地球温暖化防止活動
推進センターで配布するほか、学校や職場、
環境政策課にもあります。

委嘱式の様子

中小企業省エネ改修事業補助金 電気自動車用充電設備助成事業補助金

補助対象

太陽光発電設備の設置や高効率型給湯器など省エネ
ルギー設備の導入、改修を複数組み合わせて実施す
る場合や市内の複数の事業所で実施する、市内に事
業所があり 1 年以上事業を営んでいる中小企業

電気自動車（プラグインハイブリッド車を含
む）用の充電設備を新たに設置する、市内に事
業所のある法人または市内に住所のある個人

補助対象
機器

太陽光発電設備、高効率型給湯器、高効率型空調機
器、高効率型照明器具、二重サッシ・断熱フィルム
などの断熱設備で未使用のもの

電気自動車の充電設備で未使用のもの

補助金額 設備の導入や改修に要した経費の 3 分の 1 の額で、100 万円を上限

申請書等の
請求・提出

環境政策課（江南庁舎 2 階）
※補助金の交付を受けるためには、着工前の申請や機種の指定などの要件がありますので、必ず事
　前に環境政策課までご相談ください。

省
エ
ネ
設
備
導
入
に
対

す
る
補
助
金
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

12
月
は「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」で
す

家でエコ

車でエコ 室温でエコ 熊
谷
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー

　

市
で
は
、
市
民
・
事
業
者
・
市
の
連
携
で
地
球
温
暖
化
防
止
を
推

進
す
る
拠
点
と
し
て
、
市
レ
ベ
ル
で
は
全
国
で
２
番
目
、
特
例
市
と

し
て
は
全
国
初
の「
熊
谷
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
指
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
本
市
の
温
暖
化
防
止
の
取

り
組
み
の
一
層
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
熊
谷
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

０
４
８-

５
３
６-
０
５
５
７

◆
環
境
政
策
課（
江
南
庁
舎
）　

０
４
８-

５
３
６-

１
５
２
１

TEL

●
所
在
地　

江
南
庁
舎
3
階（
江
南
中
央
１-

１
）

●
電
話　
　

０
４
８-

５
３
６-

０
５
５
７

●
指
定
団
体　

N
P
O
法
人
熊
谷
の
環
境
を
考
え
る
連
絡
協
議
会

●
役
割　

講
演
会
な
ど
の
実
施
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
普
及
啓
発

　

や
広
報
活
動
、
相
談
活
動
に
よ
り
、
市
民
や
事
業
者
、
市
民
団
体

　

と
連
携
・
協
働
し
た
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と

熊
谷
市
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

TEL

明日の住みよい地球はみんなでつくる
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10
月
16
日
、
第
８
回
大
里
郡
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
江
南
総
合
文
化

会
館
ピ
ピ
ア
で
開
催
さ
れ
、
各
市
町
の

小
学
校
５
・
６
年
生
の
特
選
作
品（
ポ
ス

（
人
権
問
題
研
修
会
・
指
導
者
養
成
講
座
）

と
こ
ろ　

江
南
総
合
文
化
会
館
ピ
ピ
ア 

大
ホ
ー
ル

申
込
み　

左
記
へ
。

◆
人
権
政
策
課 　

内
線
３
５
６

◆
社
会
教
育
課 　

内
線
３
８
８

※
研
修
会
に
よ
り
、
定
員
お
よ
び
講
演
時
間
が
異
な
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
２
月
５
日
だ
け
の
申
込
み
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

12
月
10
日
は「
人
権
デ
ー
」、
12
月
４
日
～
10
日
は「
人
権
週
間
」、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県

民
運
動
強
調
週
間
」で
す
。

　

12
月
10
日
～
16
日
は「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」で
す
。

　

啓
発
週
間
を
機
に
拉ら

ち致
問
題
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
人
権
政
策
課　

内
線
３
５
６　

◆
社
会
教
育
課　

内
線
３
８
８

石原小学校　6 年生
上
うえがき

垣 希
のぞみ

さん
久下小学校　6 年生

鈴
す ず き

木 優
ゆ う な

奈さん

別府小学校　6 年生
福
ふくしま

島 秀
しゅうま

麻さん

男沼小学校　6 年生
椎
しいばし

橋 慧
け い や

哉さん
籠原小学校　６年生

越
え ち ご や

後谷 咲
さ き

季さん

つ
な
げ
よ
う　

や
さ
し
い
気
持
ち

助
け
合
い　
　

成
田
小
学
校 

５
年　

杉す
ぎ
の野 

圭か

な

こ

奈
子
さ
ん

思
い
や
る　

気
持
ち
が
笑
顔
を　

ふ
や
し
て
く　
　

別
府
小
学
校 

５
年　

堀ほ
り
き
り切 

秋あ
か
ね音
さ
ん

や
め
よ
う
よ　

か
げ
口
悪
口　

見
て
見
ぬ
ふ
り　
　

秦
小
学
校 

５
年　

舞ま
い
は
ら原 

尚な
お
き輝
さ
ん

い
じ
め
な
い　

や
さ
し
い
気
持
ち
と

強
い
意
志　
　

籠
原
小
学
校 

５
年　

清し
み
ず水 

祐ゆ
う
や哉
さ
ん

考
え
て　

自
分
が
さ
れ
た
ら　

い
や
な
こ
と　
　

江
南
北
小
学
校 

５
年　

西に
し
や
ま山 

侑ゆ
う
き輝
さ
ん

人
権
標
語

ハ

ル

ー

セ

ト

ミ

フ

ナ
ー

人
権
ポ
ス
タ
ー

とき 平成 23 年１月19 日（水）
13 時 30 分～15 時 30 分

１月26 日（水）
13 時 30 分～15 時 30 分

２月５日（土）
13 時 30 分～15 時 50 分

定員 403 人 403 人 799 人

テーマ 子どもの人権 同和問題

人権
「混迷の時代を生きる
“命の重さ”～私の取材
ノートから～」

講師
講師　笹

さ さ じ ま

島千
ち よ こ

代子氏
（青少年育成アドバイ
ザー）

講師　杉
す ぎ た

田修
しゅういち

一氏
（県 人権推進課）

講師

江
えがわしょうこ

川紹子氏
（ジャーナリ
スト）

オープニング
アトラクション

ハートフルミュージック
（ヴィオリラの演奏） 熊谷市消防音楽隊 一箏会（琴の演奏）

タ
ー
・
標
語
）の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

そ
の
中
の
本
市
小
学
生
の
特
選
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

〜
ま
ち
を
愛
し
、
地
域
を
愛
し
、

　

人
を
愛
す
る
心
を
め
ざ
し
て
〜

TEL TEL

TELTEL

　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が大里生涯学習センター
「あすねっと」で行われました。文化功労者は、飯塚 誠一郎氏、故 中山 一男氏、間瀬 繁雄（野
呂 修平）氏です。また、教育関係職員46 人も表彰されました。　◆社会教育課 　内線394TEL

氏は、昭和 34 年 3 月に埼玉
大学教育学部を卒業、国公立小
学校に奉職し、教諭、副校長、
校長を務めた後、埼玉県教育局
大里教育事務所指導課長をはじ
め、同指導部指導第一課長、同生
涯学習部次長、部長等を歴任しま
した。その後は、北教育センター
参与を務め、平成10 年 9月まで
通算 40 年間にわたり、終始一貫、
教育者として職務に精励し、熊
谷市はもとより、埼玉県の教育の
向上に貢献しました。

平成10 年10 月からは、本市教
育委員会教育長として、平成17 年
12月まで、本市の学校教育、社会
教育の振興に、日夜精励しました。

特に、平成13 年度には、不登校
解消対策として、さわやか相談室、
適応指導教室を充実させ、3 年間で
不登校の児童生徒数を半減させる
など、大きな成果をおさめました。

また、学力向上を目指し、平
成14 年度から2 学期制を導入、
平成16 年度にはノーマライゼー
ションの理念に基づき埼玉県が
創設した支援籍制度を、他市に
先駆けて実践し、特別支援教育
の充実を図りました。さらに同年
熊谷市をメイン会場として開催
された第 59回国民体育大会（彩
の国まごころ国体）の成功に向け、
尽力しました。

このように、優れた人格と卓越
した指導力により本市の教育の向
上、スポーツ、文化の振興に寄
与した功績は誠に顕著であります。

氏は、戦後禁止されていた剣道
が昭和27年に解禁されると、市内
の剣道愛好家たちとともに熊谷剣
道連盟を設立、要職を歴任し、連
盟の中心的存在として活動を続
け、日本古来の武道である剣道の
普及、振興に大きく貢献しました。

昭和38年には、熊谷武道振興
会の創設に参画し、振興会武道
大会を38回にわたり開催、本市
における武道の振興に大きく寄
与しました。

また、市立荒川中学校、県立熊
谷西高校、熊谷女子高校、熊谷商
業高校や本市教育員会が主催す
る「少年少女剣道教室」、熊谷警
察署の「少年剣道教室」において、
剣道指導者として情熱をもって
指導にあたり、剣道を通じた青少
年の健全育成や体力の向上に尽
力し、多くの剣道愛好家を育成し
ました。

さらに、昭和58年から、熊谷警
察署の嘱託教師として14年間に
わたり指導を続けるとともに、自
身も怠ることなく修練を重ね、全
国健康福祉祭（ねんりんピック）
に埼玉県代表として３回出場し
ました。

このように、卓越した情熱と指
導力により、本市における剣道
の普及、振興に寄与した功績は、
誠に顕著であります。

なお、氏は多くの方々に惜しま
れながら、平成21年11月に逝去
されました。

氏は、昭和45年に熊谷市文化
連合の理事となり、その後、洋楽
部長、副会長を歴任し、平成14
年には顧問に就任しました。こ
の間21年の長きにわたり熊谷市
文化連合の円滑な運営に尽力す
るとともに、組織の発展、加盟団
体の育成に努力し、本市の文化
振興に大きく貢献しました。

平成10年には、熊谷文化創造
館「さくらめいと」の開館記念公
演「バレエ・ジャズダンス」の上
演に際し、舞台芸術の専門家とし
て総括責任者を務め、成功に導
きました。

平成19年には、本市の姉妹都
市であるニュージーランドのイ
ンバーカーギル市から30名の
ダンサ－を招聘

へい

し、熊谷文化創
造館「さくらめいと」において市
内ダンスグループとともに「Ｂ・
Ｊ・Ｓダンスフェスティバル」を
開催、実行委員会委員長として
尽力し、本市の国際文化交流に
貢献しました。

さらに、熊谷市文化祭において
は、毎年意欲的なバレエ作品を
上演し、市民に夢と感動を与えて
います。

このように、バレエを通して本
市の国際文化交流に貢献すると
ともに、多くの優秀な後継者を育
成し、本市を全国屈指のバレエ
興隆都市として発展させた功績
は誠に顕著であります。

飯
いいづか

塚 誠
せいいちろう

一郎氏
（74 歳）下奈良

故 中
なかやま

山 一
かずお

男氏
（享年80 歳）本石

間
ませ

瀬 繁
し げ お

雄（野
のろ

呂 修
しゅうへい

平）氏
（76 歳）宮前町
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０
４
８
‐
５
３
６
‐
１
５
２
１

大
里
庁
舎

大
里
行
政
セ
ン
タ
ー

妻
沼
庁
舎

妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー

江
南
庁
舎

江
南
行
政
セ
ン
タ
ー

TEL

TEL

TEL

TEL

市
政
ワ
イ
ド

平成 22年 (2010)12月　市報くまがや 89 市報くまがや　平成 22年 (2010)12月

第
21
回 

熊
谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第
24
回 

熊
谷
め
ぬ
ま
駅
伝
大
会

桜
の
花
咲
く
平
成
23
年
３
月
27
日（
日
）に
開
催（
雨
天
決
行
）

特
別
招
待
選
手
の
土
佐
礼
子
さ
ん
と
一
緒
に
走
り
ま
せ
ん
か
。

平成 23 年度市民協働「熊谷の力」候補事業が決まりました

　

各
種
支
援
事
業
や
制
度
に
は

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
の
た
め

に
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
各

種
減
免
、
手
当
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
等
を
ご
利

用
の
際
に
は
、
次
の
よ
う
な
手
帳

の
所
持
を
必
要
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
手
帳
の
交
付
手
続

き
な
ど
詳
し
く
は
、
障
害
福
祉

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳（
赤
色
）　

　
　

肢
体
、
視
覚
、
聴
覚
、
お

よ
び
心
臓
や
じ
ん
臓
を
始
め

と
す
る
内
部
障
害
な
ど
、
身

体
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の

手
帳
で
、障
害
の
程
度
に
よ
り
、

１
級
～
６
級
に
区
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

療
育
手
帳（
緑
色
）　

　
　

知
的
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
の
手
帳
で
、
障
害
の
程
度
に

よ
り
、
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
ま
で
の

４
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳（
水
色
）

　

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
の
手
帳
で
、
障
害
の
程
度
に

よ
り
、
１
級
～
３
級
に
区
分

さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
３
日
～
９
日
は「
障
害
者
週
間
」で
す

と
も
に
生
き
、
と
も
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

ニ
ャ
オ
ざ
ね
の
着
ぐ
る
み

を
貸
し
出
し
ま
す
！！

　全 6 提案の応募があり、書類選考および公開プレゼンテーションによる選考の結果、下記の提案が候補事業として採択
されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　◆市民活動推進課　　内線 365

　施設を利用している障害者が創作
した絵画、書道、工作等を展示します。
とき　12 月 7 日（火）～ 10 日（金）
ところ　市役所 1 階ロビー北側

　

熊
谷
市
市
民
活
動
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
ニ
ャ
オ
ざ
ね
」の
着
ぐ
る
み

を
貸
し
出
し
ま
す
。
公
益
的
な
活
動

を
行
う
団

体
の
皆
さ

ん
、
ニ
ャ
オ

ざ
ね
が
あ

な
た
の
イ
ベ

ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

申
込
み　

ま
ず
は
お
電
話
で
着
ぐ
る

み
の
空
き
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
着
ぐ
る
み
貸
出
承

認
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、左
記
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
申

請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

申
請
期
間　

使
用
す
る
日
の
３
か
月

前
か
ら
３
日
前
ま
で

注
意
事
項

○
商
業
目
的
の
活
動
に
使
用
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
特
定
の
個
人
、
政
治
団
体
、
宗
教

団
体
を
支
援
ま
た
は
公
認
し
て
い

る
よ
う
な
誤
解
を
与
え
る
活
動
に

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
破
損
し
た
り
汚
し
た
り
し
た
場
合

は
修
繕
費
用
を
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

○
お
申
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希

望
に
沿
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
市
民
活
動
推
進
課　

内
線
４
７
５

申
込
み

　

参
加
申
込
書
は
、
各
行
政
セ
ン
タ
ー
・

各
出
張
所
・
各
公
民
館
、
駅
連
絡
所（
熊

谷
・
籠
原
）で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
１
月
７
日（
金
）ま
で
に
、
郵
便

振
替
か
直
接
、
保
健
体
育
課(

市
役
所

６
階)

ま
た
は
各
教
育
委
員
会
事
務
所

（
大
里
・
妻
沼
・
江
南
）で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
各
種
目
定
員
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

予あ
ら
か
じめ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
参
加
チ
ー
ム

数
に
制
限
を
設
け
ま
し
た
。

申
込
み
は
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

申
込
み　

参
加
申
込
書
は
、

大
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
妻
沼
事
務
所
）・
妻
沼

中
央
公
民
館
・
保
健
体
育

課
・
教
育
委
員
会
大
里
事

務
所
・
江
南
事
務
所
で
配

布
し
て
い
ま
す
。
左
記
の
、

い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

① 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
費
用
を
添
え

て
配
布
先
へ
直
接
申
込
む
。

② 

申
込
書
を
大
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
妻
沼
事
務

所
）へ
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
信

し
、
エ
ン
ト
リ
ー
状
況
を

電
話
で
確
認
し
た
後
、
費

用
を「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」

ま
た
は「
郵
便
局
」へ
納
入

す
る
。

募
集
チ
ー
ム
数（
１
チ
ー
ム
５
人
）

　

中
学
男
子　

１
１
０
チ
ー
ム  

　

一
般
男
子　

１
１
０
チ
ー
ム

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
な
ど
は

◆
エ
ン
ト
リ
ー
セ
ン
タ
ー　

　
　

０
３-

３
７
１
４-

７
９
２
４

◆
保
健
体
育
課　

内
線
３
９
２

費
用

募
集
種
目
・
定
員

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

全
額
免
除　

・「
身
体
障
害
」「
知
的
障
害
」「
精

神
障
害
」の
手
帳
所
持
者
が
世

帯
構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全
員

が
市
民
税
非
課
税
の
場
合

半
額
免
除　

・
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主

で
契
約
者
の
場
合

・
重
度
の「
身
体
障
害
」「
知
的
障

害
」「
精
神
障
害
」の
手
帳
所
持

者
が
世
帯
主
で
契
約
者
の
場
合

申
請
方
法

　

免
除
基
準
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
印
鑑
と
障
害
者
手
帳
を
持
参

の
う
え
、
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各

行
政
セ
ン
タ
ー
福
祉
担
当
課
で
証

明
を
受
け
、
N
H
K
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

受
信
料
に
関
す
る
問
合
せ
先

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
い
た
ま
放
送
局　
　

　

０
４
８-

６
４
３-

１
０
３
０

　
　

０
４
８-

６
４
１-

７
４
３
５

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
が
全
額
免

除
と
な
っ
て
い
る
世
帯
を
対
象

と
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受

信
の
た
め
の
支
援

主
な
支
援
の
内
容

・
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で

給
付
し
ま
す
。（
テ
レ
ビ
は
給

付
し
ま
せ
ん
。）

・
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な

場
合
は
そ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間　

　

12
月
28
日（
火
）ま
で（
消
印
有

効
）〔
平
成
22
年
度
〕

支
援
・
申
込
み
な
ど
に
関
す
る
問
合
せ

◆
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

　

援
実
施
セ
ン
タ
ー

　
　

０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０

　
　

０
４
４-

９
６
９-

５
４
２
５

　
　

０
４
４-

９
６
６-

８
７
１
９

障害者作品展

種別 提案団体 事業名 所管課
（市のパートナー） 提案概要

市
提
案

（社）埼玉建築
士会大里支部

みどりの風吹く
街づくり事業 環境政策課

１年を通して温室効果ガスの吸収源となる樹木の効果的な植栽の方法に
ついて学び、家庭や地域で取り組み可能となるよう、講習会の開催やモ
デル植樹を行い、地球温暖化対策の推進を図る。

特定非営利活動
法人
NPO くまがや

市民活動団体紹介
冊子作成事業 市民活動推進課

これから市民活動・社会活動に参加したいと考える市民に向けて、市内
の NPO 団体・ボランティア団体等、非営利で活動している市民活動団体
を紹介する冊子を作成し、市民活動の活性化を図る。

市
民
提
案

市民とともに
成年後見を学
ぶ会

成年後見制度
普及事業

長寿いきがい課
障害福祉課

高齢化等に伴い、成年後見制度の利用を必要とする人が増えている。地
域の福祉関係者や一般市民が成年後見制度を理解し、利用を支援できる
よう、講演会やセミナーを開催して、認知症や障害のある方々が安心し
て地域に暮らせる社会の実現を図る。

グリーン
アップ熊谷

熊谷式運動場等
芝生化事業 公園緑地課

熊谷さくら運動公園多目的広場において、約7,200㎡（サッカーコート１面
分）の芝生化を行い、スポーツ活動機会の拡充やヒートアイランド対策等、

「スポーツ熱中都市」を宣言する熊谷市として総合的発展を図る。

めぬまガイド
ボランティア
阿うんの会

妻沼聖天山
観光案内事業

妻沼行政センター
産業建設課

250 年ぶりに再現される国指定重要文化財「歓喜院聖天堂」の現地ガイド
を実施するとともに県内外への出張 PR 活動等、観光客に満足される観光
案内を行い、熊谷市のイメージアップ等を図る。

一
般
・
壮
年

３,
０
０
０
円

ジ
ュ
ニ
ア

１,
５
０
０
円

中
学
生

   

５
０
０
円

小
学
生

   

５
０
０
円

親
子
マ
ラ
ソ
ン
２,
５
０
０
円

 

ハ
ー
フ

 

マ
ラ
ソ
ン

2,500 人

男
子 

一
般
、
壮
年

女
子 

一
般

10 

km

2,000 人

男
子 

一
般
、
壮
年
、
ジ
ュ
ニ
ア

女
子 

一
般

５ 

km

2,000 人

男
子 

一
般
・
壮
年
、
中
学
生

女
子 

一
般
・
ジ
ュ
ニ
ア
、
中
学
生

2.5 

km

700 人

男
子 

小
学
５
年
生
、
６
年
生

女
子 

小
学
５
年
生
、
６
年
生

1.5 

km

400 人

男
子 

小
学
４
年
生

女
子 

小
学
４
年
生

親
子
マ
ラ
ソ
ン

1.5 

km

750 組

小
学
１
年
生
の
親
子
ペ
ア

小
学
２
年
生
の
親
子
ペ
ア

小
学
３
年
生
の
親
子
ペ
ア

　

市
民
手
づ
く
り
マ
ラ
ソ
ン

を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
役
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

18
歳
以
上(

高
校
生

不
可)

で
、
平
成
23
年
２

月
20
日(

日)

の
事
前
説

明
会
に
必
ず
出
席
で
き
る
方

募
集
人
員　

先
着
50
人

と
き　

平
成
23
年
３
月
27
日

(

日)

７
時
30
分
～
13
時

業
務
内
容　

熊
谷
さ
く
ら
運

動
公
園
内
の
交
通
整
理
、

接
待
係
、
賞
状
の
浄
書
、

競
技
場
内
の
給
水
係
等

募
集
期
間　

12
月
10
日(

金)

～
平
成
23
年
１
月
14
日（
金
）

申
込
み　

保
健
体
育
課(

市

役
所
６
階)

で
、
所
定
の

用
紙
に
記
入
す
る
か
、
電

話
・
F
A
X
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
保
健
体
育
課　

内
線
３
９
２

　
　

０
４
８-

５
２
５-　
９
３
３
０

熊
谷
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン
当
日

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

開
催
日　

平
成
23
年
１
月
22
日（
土
）

※
荒
天
の
場
合
、
１
月
23
日（
日
）

開
会
式 

８
時
30
分　

集
合
・
発
着
点 

妻
沼
中
央
公
民
館

中
学
女
子　

60
チ
ー
ム　

 

　

一
般
女
子　

50
チ
ー
ム

　
（
す
べ
て
先
着
順
）

申
込
締
切　

　

12
月
17
日（
金
）
厳
守　

費
用　

　

一
般
１
チ
ー
ム　

５
，
０
０
０
円

　

中
学
生
１
チ
ー
ム　

３
，
０
０
０
円

種
目　

５
区
間
１
３
．
８
ｋｍ　

中
学
生
男
子
・
女
子
、
一
般

男
子
・
女
子（
高
校
生
以
上
）

対
象　

18
歳
以
上（
高
校
生
不
可
）

と
き　

平
成
23
年
１
月
22
日

（
土
）８
時
～
12
時
30
分　

※
荒
天
の
場
合
、１
月
23
日（
日
）

業
務
内
容　

コ
ー
ス
監
察
誘

導
・
受
付 

等

申
込
み　

12
月
17
日（
金
）ま

で
に
大
会
事
務
局（
教
育

委
員
会
妻
沼
事
務
所
）で

所
定
の
用
紙
に
記
入
す
る

か
、
電
話
で
同
事
務
所
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。。

◆
教
育
委
員
会
妻
沼
事
務
所

　

０
４
８-

５
８
８-

１
３
２
７

　
　

０
４
８-

５
８
９-

０
４
５
６

　

本
市
で
は
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
、
支
え
あ
い
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
障
害
福
祉
課　

内
線
５
３
０

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

参
加
者
募
集

参
加
チ
ー

募
ム

集

FAX

FAX

FAX

FAX




